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(別紙 1)

指定管理施設の管理業務の実施状況

相槙原市立診療所の管理に関する協定書並びに年間事業計画書等に基づき実施 し

た、相模原市立青野原診療所、千木良診療所及び藤野診療所の管理業務について、令

和 3年 4月 1日 から令和 4年 3月 31日 までの間の状況を次のとお り報告する。

1 施設、設備機能に関する対応

青野原診療所

新型コロナウイルス感染症に対応するため、ワクチン保管用の冷蔵庫や発熱外来にて着用

する防護服を廃棄するためのペール缶等を指定管理料を財源として日本赤十字社(相模原

赤十字病院)で購入した。

ほか、日々の診療で必要な物品や患者満足度向上のための物品を指定管理料を財源に

日本赤十宇社(相模原赤十字病院)で更新・購入した。

千本良診療所

新型コロナウイルス感染症に対応するため、ワクチン保管用の冷蔵庫を指定管理料を財源

に日本赤十字社(相模原赤十字病院)で購入した。

ほか、経年劣化により故障した入りロドアや建物内での異臭への対応のため排水管高圧洗

浄作業を指定管理料を財源に日本赤十字社(相模原赤十字病院)で修繕 。施行した。

新型コロナウイルス感染症に対応するため、ワクチン保管用の冷蔵庫を指定管理料を財源

に日本赤十字社(相模原赤十字病院)で購入した。

診療に必要な喉頭鏡セットや尿化学分析装置、肛門鏡ホルダー等の医療危機を指定管理料

を財源に日本赤十字社(相模原赤十宇病院)で購入した。
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2 その他の業務
① 診療所並びに診療所職員に対す
の向上を図るため、令和4年 1

したぃ       ′
/

(有効回答者数 :462人 「。青野原

る評価や問題点等を調査し、診療所利用者のサービス

月 11日 から 1月 29日 まで利用者満足度調査を実施

106人・千木良 :141人 ・藤野 :215人 」)

② 診療所の看護師及び事務の責任者と日本赤十宇社 (相模原赤十字病院)と で連絡会議
を定期的に行い、診療所の診療業務、経営状況などを協議 。報告し、健全な診療所管

理業務を遂行した。

3診療所との連絡会議

。事務長 毎月
・看護師 令和 3年 7月 13日 、令和 3年 10月 13日 、令和 4年 1月 `18日

。事務員 令和 4年 3月 9日

3 所 見
3診療所の収支状況について、収入は約 2億 2400万 円、支出は約 1億 9,200万円で、約

3200万 円の黒字となった。

新型コロナウイルス感染症拡大による影響もあったが、青野原診療所と藤野診療所に常勤

医師が配置できたことにより、患者数は 13,376人 となり、前年度と比較すると 1,085人増加

した。患者数が増加 したことで医業収益は増加し、また、指定管理料の増加と相模原市から

の 1,600万円の運営支援金等の補助金により、収益は前年度比で 7.7%増加、約 1,600万円

増加した。支出については、藤野診療所で常勤医師を配置で来たことにより、前年度に比ベ

北里大学への代診医師派遣費用を抑制できた。青野原診療所及び千木良診療所については医

薬品にかかる費用を抑制することができた。これらにより費用は前年度比で 3.7%減少した。

これまでと同様に北里大学からの医師派遣による一部診療を実施した。令和 3年度は十分

な医師確保が出来なかったことによる臨時休診は 3診療所合わせて 9日 だった。今後も北里

大学と連携し、安定した医療を継続的に地域住民に提供できるよう体制を整えていく。

病診連携は昨年度に対して紹介数が減少 (令和 2年度 243人に対し令和 3年度 187人 と

56人の減)した。今後、相模原赤十字病院を基軸に近隣医療機関との機能連携及び地域開業

医等との連携を一層強化し紹介患者の増加を図っていく。

また、今後も引き続き、地域住民に対し、より安全で安心な医療を提供するとともに、健

全な経営を目指し、利用者の確保及び費用の抑制に努めるc
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